
オンラインセミナー 株式会社 We Our
企業の説明や服の畳み方をオンラインで受けました。

Tさん・Mさん 修了式
就職される方の修了式を行いました。

社会人基礎力 報連相
正しい報告・連絡・相談のやり方を実践を交えて学びました。

就労移行支援事業所パッソ豊田校
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（事業所番号2313401412）訓練生作成
令和8年 通算第85号

タイトル枠について

• フォント メイリオ
• タイトル15pt
• タイトルに日付は不要
• サブ11pt
• サブは1行以内に収ま
るように調整

• タイトル高さ1.5㎝

文字入力について

テキストボックスで入力
遊ゴシック 10.5pt

英数字・記号は全て半角

写真について

写真はスタッフにもらう
↓

使用する写真を選択
フォルダ（F)は01番

↓
個人情報があればスタッ

フにぼかしを依頼
↓

ぼかされた写真を使用

写真の比率は変えない
トリミングで調整

写真が暗い場合は明るく
顔隠しはF02番内を使用

色について

• あまり多色化しない
• インクの使用料を考え
てメリハリをつけるよ
うに

• 文字が見えないほどの
色はNG

※要確認※

年と月
通算数は前月号+1

＜修了生の言葉＞
今後実習をする人もいれば、就職活動をする人も居ると
思います。私は自分に合う職場を見つけることが出来た
ので、皆さんにも自分に合った職場を見つけてほしいと
思います。（T・R）

パッソでは2年間お世話になりました。学んだことや支え
てくださった周りの方々への感謝の気持ちを忘れず、体
調に気を付けながら頑張っていけたらと思います。
（M・S）

＜在籍生の言葉＞
明るいTさんとMさんが卒業するのは寂しいですが、就職
先でも頑張ってほしいです。（A・W）

私は報連相が苦手なので、パッソにいる間にできるよう
になりたいと思いました。（T・Y）

報告する内容を考えて、紙に書きだしてからおこなうと、
上手くできたので嬉しかったです。（W・K）

報連相は得意ではありませんが、どのような面で苦手な
のか考えて解決策も出てきたので、少しでも克服してい
きたいです。（Y・A）

報告する内容の程度の判断が難しいと感じました。
（S・S）

店舗で並んでいる服の畳み方を知れて良かったです。
指示されたことをメモし、メモしたことを順位付けす
ることは実践したことがなかったので良いことが聞け
ました。（W・K）

体調管理をして毎日出勤すること、コミュニケーショ
ンをしっかりとること、働いている意識をしっかり持
つことなど大事なことだなと思いました。（S・R）

“アパレル事業”と聞いて、真っ先に思うのは「人と関
わることが多そう」ということでした。それに加え、
割と体力も必要そうだなと思いました。（S・M）



防災訓練 備えと避難
災害に対する備えの知識を学び、避難場所の情報を調べました。

グループワーク カタカナ禁止ワーク
カタカナを使わずにお題の説明をするゲームをしました。

今後の予定 編集後記

5/8 避難訓練
5/9 マテリアルアート
5/16 映画鑑賞
5/23 外出イベント 西山公園へ行こう
5/26 セミナー 明治 ～チーズを知りチーズに親しむ～

まだまだ作業に慣れず、時間がかかってしまいます。
予定の項目が多く、調整が大変でした。（T・M）

今回は一人で感想を選んで、まとめていきました。
文をまとめるのが苦手なので、とても苦労しました。
（T・M）

相談・見学 随時受付中です。お気軽にお問い合わせください。

就労移行支援事業所パッソ豊田校
〒471-0064

愛知県豊田市梅坪町8丁目2番地11 宇佐美ビル1F

TEL：0565-47-2222

FAX：0565-47-2223

E-mail：passo-portal@m-passo.jp

ＵＲＬ：www.mmg-passo.com

アクセス：名鉄豊田線「梅坪」駅より 徒歩1分

愛知環状鉄道「愛環梅坪」駅より 徒歩10分

イラストについて

• スペースが目立つ場所
はイラストを入れる

• イラストは「いらすと
や」のものを使う

今後の予定について

スタッフに来月の日程を
確認
↓

日付と曜日が一致してい
るか確認し、入力

編集後記について

役割が終わったら入力

印刷について

• 印刷する前に必ずセル
フチェックを行う
誤字や全半角

• 訓練生が文字の確認を
する場合は白黒印刷

• 全体の色見、最終確認
の場合はカラー

• 印刷設定はA3 2in1
• スタッフ確認は全てカ
ラー印刷

• 試し刷り含めカラー印
刷は1月分の中で10枚
までを目指す

いつ災害になっても焦ることがないように、備蓄
に加え、避難場所や避難経路の把握も大事だと思
いました。（Y・A）

災害時に必要な物や、近くの避難所について確認
することができました。（N・M）

災害はいつやってくるか分からないので、避難経
路を確認して安全に避難したいです。（A・W）

災害が起きたら具体的に、どれくらいの備えがあ
れば大丈夫か学べました。（S・A）

カタカナは日常でも使うので、使えないとなると難
しかったですが、楽しかったです。またやりたいで
す。（T・Y）

今の時代、カタカナは普通に日本語として定着して
いるものもあるので、思わずカタカナがでてしまい
そうになりました。カタカナ禁止は難しいです。
（Y・J）

「ダウンロード」や「ブログ」を日本語だけで表現
するのは大変でした。「セロリ」は出題がいじわる
だなと思いました！（S・A）
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